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はじめに ∗

気象庁では数時間先の短時間予報から季節予報までその目的に応じ、多くのモデルを開発
している。おおむね 1日先までの防災気象情報や航空気象情報等に用いられる 10 km以下の
水平分解能を有する現業メソモデルとして、2001年 3月に静力学メソモデルが、2004年 9

月には非静力学メソモデルが導入された。一方、その初期値作成に用いるデータ同化システ
ムの開発も、3次元最適内挿法、4次元静力学変分法、4次元非静力学変分法、と予報モデル
の高度化に沿って段階的に進められてきた。昨今、計算機の能力向上や観測データの充実を
受けて、メソ解析・予報システムは巨大化する傾向にあり、少人数の開発から大人数による
協働的開発への移行が不可欠となった。また、モデル開発を取り巻く環境も変化しており、
プロダクトに対する利用者ニーズの多様化、高度化や、計算機の能力向上を実現するための
新技術の開発が進んでいる。このようなモデル開発や外部環境の変化に積極的に対応するた
めに、新しいモデルを導入することとした。本号では「次世代非静力学モデル asuca」と題
し、2007年以来開発を続け、ようやく現業レベルに達しつつある新しいモデルについて、そ
の詳細な解説を行う。非静力学メソモデル導入以来の大幅改定となるこのモデルは、計算効
率、計算安定性、物理量の保存性、計算精度の他にも、プログラムの高い保守性、モデル開
発と同化開発のシームレス化、側面境界における不連続が緩和できる全球モデルへの統合可
能性、幅広いアーキテクチャの計算機に適用可能な可搬性、さまざまな機関で研究用に開発
されているモデルとのモデル部品の置換を容易にする相互利用性など、優れた特徴を持って
いる。平成 26年 3月現在、asuca版の局地モデルは現業化間近となっている。その後、メソ
モデルについてもNHM版から asuca版に置き換えられる計画である。プログラムコードが
整理された asucaの導入によりさらに開発速度が増すとともに、将来想定される新しいタイ
プの計算機への対応も容易になると期待される。また、現在NHMは国内外の現業・研究利
用に供されているが、可搬性に優れる asucaの導入により、部外での利用がさらに広がるこ
とも期待している。本号は人間なら還暦となる記念すべき第 60号であるが、それにふさわ
しく新しい時代の幕開けを告げられる内容になったのは喜ばしい限りである。局地モデルお
よびメソモデルの現業・研究利用者、気象庁内外の高解像度大気モデルの開発者に広く活用
いただきたい。

* 竹内 義明


